










































































































































































































































































































平均値 SD 平均値 SD t値
コミュニケー
　ション
3．16 0．96 2．66 1．10 2．65　　＊＊
制作者の視点 3．44 0．99 3．20 1．05 1．25
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4．考察
　「映像制作」の授業後に学生たちに行ったアンケート（自由記述）では、
麟みんなでスケジュールを合わせることが難しかった。映像制作は一人でできるものではないの
　でグループでの協力体制が必要だと感じた。
⑳あらかじめ絵コンテを書いておいても、撮影するときに邪魔なものが映りこんでしまったりす
　ると、カメラの位置を変えたり演出をその場で考え直さなければいけないことが多く、臨機応
　変に対応することが大切だった。
鱗可気なく見ているテレビも、番組を作るために実際はとても考えられて時間がかかるものだと
　感じた。
麟とにかく大変だった。授業時間以外で撮影や編集をしなくては間に合わないので泣きたくなつ
　た。でもスタジオ番組の本番が終わったときは．グループのみんなとの一体感や達成感を感じ
　て感動した。
などの回答があり．学生たちはコミュニケーションの大切さ、判断力・適応力、また、作り手の
立場に立ったものの見方など様々な学びを得たようであった。
　これらの学びについて．先行研究で開発された尺度を用いた分析したところ、「コミュニケー
ション能力」「積極性、精神力」「集団作業を円滑に進める能力」について、映像制作を経験した
群の方が経験していない群よりも高い得点を示した。映像制作ではグループで1つの作晶を作り
上げる。企画を立て、カメラを持って取材に出かけ、編集をする、そのすべての過程において仲
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問や取材先など弛者努といかに上手く関わりあうかが重要であり、その結果、これら3つの能
力が鍛えられる’可能性がある。ただし、この値については、映像制作に興味を持ちゼミや授
業を履修した学生（映像制作群）と、今まで映像制作の経験がない学生（非映像制作群）との比
較であり．元々これらの能力について高い得点を示す傾向のある学生が．ゼミや映像制作の授業
を履修している可能性もあるため、今後はそれぞれの学生に対して映像制作活動の前後でアンケー
トを実施し値を比較するなどの分析が必要である。
　また、映像制作の指導上の課題について、今年度初めて授業で「映像制作」を担当したが、当
初、指導上の問題として考えていた．初めて使用する機材の操作法を学生たちにどのように習得
させるかという課題については全く杞憂に終わった。学生たちはカメラや編集用PCの操作をス
ムーズにマスターし使いこなしていた。これは、現在の学生は電子ゲームや携帯電話をはじめと
する電子機器類を器用に使いこなす世代ということもあり、新しい機材を操作することに抵抗が
ない（宇佐美・武市，2009）ためであろう。
　一方で、授業やメディア利用に関する実態調査から課題がみえてきた。調査の結果は≦テレビ
すぎな学生はおよそ6罰で．過半数の学生が一日の視聴時間は1時間30分未満であった。
「2010年国民生活時間調査報告書」によると、テレビを見る時間（一日平均）について、10代：
男性1時間50分・女性2時間1分、20代：男性1時間54分・女性2時間33分であり．他の世代
より視聴時間が短い（NHK放送文化研究所，2011）という結果が出ているが、本学の学生はさ
らに視聴時間が短い傾向がみられた。一方で、映像をみる手段（メディア）として、テレビより
もPC（インターネット）を利用する学生が多いことが明らかになった。その理由を尋ねると
（自由記述）、「テレビでは放送していないような面白い映像が見られる」「自分の好みにあった映
像をピンポイントで見ることが出来る」など‘佃のニーズに合った映像の視聴を好む傾向がみ
られた。いわゆる「テレビ離れ」が進んでおり、学生たちがテレビの映像に接する機会が減少し、
一方で、インターネット上の映像（動函）がより身近なものになっていることが明らかになった。
これらの結果には．筆者が漠然と感じていた映像制作の「教えにくさ」の一因が伺えた。学生が
‘作りたいもの’とは、学生が日常で親しんでいるケータイやPCで視聴する　映像＝動画’、
すなわち自分だけ（個）の興味関心を限定された対象に送る、それは、例えばインターネット上
で、自分が撮影したとっておきの映像を、その映像を見たいからとアクセスしてくる人が視聴す
るような．いわば「小さな映像」である。一方、教員として大学での学びという観点から6作ろ
う（と指導しよう）と思うもの努は従来のテレビのように多くの人が関心を持つ普遍的テーマを
多くの人に送る「大きな映像」であることが多い。このような学生と教員の問の「映像作品に対
する認識の違い」をどのように反映させるのかが、現在の映像制作指導の課題の1つだと考える。
今後は、学生にとって映像制作の目的は情報発信’や6伝えたいものがあるかち　というだけ
ではなく、噛分が作りたいから作る’という「送り手目線」の自己表現として捉えていること
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も意識し、学習プログラムを構築することも必要であろう。
資料　スタジオ番組放送の様子
騨　
注
絹　映像制作を受講していない学生のうち、今まで（中学や高校などでも）映像制作に取り組んだ経験が全
　くない、と答えた学生を「非映像制作群」として分析した。
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